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1．アランさんの印象 

アランさんの第一印象は優しそうな人でした。そして笑顔が素敵でした。初対面の外国人の方たくさん話す機会

というのはあまりないため、私はとても緊張しましたが、アランさんは緊張している私にとても親切に接してく

れたのですぐに打ち解けることができました。アランさんはとてもフレンドリーな人だと思いました。また、私

はアランさんの故郷である韓国という国が好きでとても興味があったので、お散歩のときにはいろいろな話をす

るうちに仲良くなりました。アランさんは韓国のことについても、そして日本のことについても様々なことに詳

しくて、また日本語もすごくうまいのでお互いの国の文化の違いや共通点などについてたくさん話すことができ

ました。一緒にいて思ったのは、アランさんがとても気遣いのできる人だということです。特にお散歩で秋田の

町を案内している時には何度も助けられたし、第一印象通りの優しい人だなと思いました。私自身は人に気を遣

うのはあまり得意ではなく、ボーッとしていることが多いのでそんなアランさんのようになりたいと思いました。 

 

2．特に聞きたいテーマ：興味のあること 

アランさんと話していて思ったのは、アランさんは、私と同じように食文化に強い興味があるということです。

日本で美味しい食べ物や、日本人と韓国人の飲食店の利用法などについて、話が盛り上がりました。彼女が今一

番よく考えることは、お土産のことだそうです。８月には日本から韓国へ帰るというアランさんは、家族や友達

へのお土産探しの真っ最中です。とても家族思いで、家族に自分の日本料理を振る舞ったこともあると聞きまし

た。凄くいいことだと思います。夏に韓国に帰る前には日本の美味しいアイスをたくさん食べたいと言っていて、

凄く可愛いなと思いました。 

アランさんに、とても気遣いの出来る人だという彼女の印象を話したら、少し驚いていました。彼女は自分の話

をついつい話してしまう癖があるというのです。実は私もそうです。自分のことを相手に知って欲しいと思って、

夢中になって話してしまうことがよくあります。私はアランさんと話していてアランさんばかり話しているとい

った印象は持たないけど、とても親近感がわきました。凄く相性がいいのではないかと思っています。 

アランさんが今一番大切にしているものは何かという質問に対しては、将来の計画だと話していました。そこは

私と少し違っていて、カッコいいと思いました。私といえば、あまり先のことは考えていないのです。けれども、

将来のことを見据えて行動してきたから、彼女は留学して学んでいるのだろうと思います。私も何か未来のため

にアクションを起こしたいので、アランさんにその話をもっと聞きたいです。 

 

３．話し合いの結果 

3.1 話し合い 

アランさんに前回聞きたいと思ったことについて聞いてみました。どうして遼岳しようと思ったのかということ

についてです。彼女は好きなアーティストが日本語で歌っているところを観て刺激を受けて日本に興味をもち始

めたそうです。その後自分で勉強し、高校では日本語を選択して学び、そして留学を決意したとのことでした。

自分の興味のあることをとことん追求する姿がかっこいいと思いました。それこそ大きな一歩を踏み出すための

キーポイントなのだなと思いました。 

また、アランさんが今年の八月中には韓国に帰ってしまうということで、日本でやりのこしたことはないかと聞



いてみました。すると、今はたくさんの課題があって大変だということと、秋田での終わりをどのように締めく

くるかをまよっているということを話してくれました。そこで私は大曲の花火を見ることを勧めました。とても

興味をもってくれたので、うれしかったです。 

そこで、今度は食べ残したおのはないか、と聞いてみました。すると、秋田の名産品であるババヘラアイスをま

だ食べたことがないと答えたので、そこから好きな食べ物の話へと発展しました。アランさんが好きな日本の食

べ物は、アイスやプリン、ケーキ、コロッケ、寿司等だそうで、私と趣味がとても似ていると思いました。彼女

は日本の料理をとても気に入っていて、お土産になにか日本の食べ物を買って帰りたいと言っていたので、それ

を一緒に考えたのがとても楽しかったです。 

アランさんは、とても家族や友達のことをよく考えていて、日本の食文化を教えてあげたいといっていたので、

凄く優しい心の持ち主だと思いました。それにアランさんは私と同じで食べ物の話がとても好きなようなのでう

れしかったです。そこで次回のテーマは「食べものについて」にしました。 

 

3.2 6月 27日の話し合い 

前回の話し合いで、食べ物いついての話で盛り上がったので、この回も、それについて話しました。 

前回は日本の好きな食べ物について聞いたので、今回は、韓国の好きな食べ物について聞いてみました。 

アランさんは、韓国の食べ物ではトッポキと呼ばれるお餅が好きなのだそうです。とてもうれしそうに話してい

ました。実は私もトッポキ、好きです‼（笑）食べ物の趣味も合うなんて、なんだかうれしくなります。 

アランさんは、トッポキの話から、広げて、日本のお餅と韓国のお餅の違いについて等を話してくれました。 

その他にも、学校の給食の話や嫌いな食べ物等についてたくさん話しました。とても楽しかったし、話があうよ

な～と思いました。 

話していて思ったのは、やっぱりアランさんは優しいということと、話すのが得意だということです。思えば初

めてあった時からアランさんは色々な話を笑顔で話してくれたし、話すのが好きだとも言っていました。アラン

さんといると話が尽きないし、時間もあっという間にすぎるような気がしました。 

 

4．まとめ 

アランさんにとって食べ物についてのテーマは話していてとても楽しいものであると思います。でも、私が話合

いから感じたのはアランさんがとても優しくて気遣いのできる人だということです。きっとアランさんはこのテ

ーマに限らずとも楽しそうに話をしてくれたと思うし、面白いエピソードをたくさん教えてくれたと思います。

「相手の話はとても真剣に最後まで聞き、けれどもちゃんと自分の意見も伝える。」こういった姿勢がアランさん

らしさだと思うし、アランさんの素晴らしいところだと思います。 

私は話すことは好きです。けれども自分の意見をちゃんと持たずに話をしているときもあれば、考えがあっても

それを相手に伝えられないときもあります。だから、アランさんのように話すのが得意というわけではありませ

ん。けれどこんな私も、アランさんと話している時間はとても楽しくあっという間でした。これはきっと彼女が、

相手の言いたいことや聞きたいことを予測しながら、そして自分の考えをちゃんと持ちながら話しているからだ

と思います。私は彼女から学んだことを生かして、彼女のように人とお互いのことを紹介することの好きな素敵

な人になりたいと思いました。 

 

 

 



5．授業を終えて 

5.1文化・コミュニケーションとは何か 

文化とは生活をするうちに生まれてくるもの。だから文化を知るとその地域の人々の暮らしが思い浮かぶし、そ

れはそれぞれ地域によって全く違っていて面白いのだとおもいます。コミュニケーションはそんな個人にある文

化を伝える手段です。コミュニケーションをとることでお互いのこと、暮らしに触れることができると思います。 

 

5.2授業について 

初め、全く話したことのない人と散歩をしたり一緒に活動したりすることはとても難しいことに思えました。け

れども実際にやってみると緊張はするけどとても楽しく、あっという間の半年間でした。 

また、インタビューはパートナーのことについて知るとともに自分で自分のことを考える機会にもなり、とても

いい経験になりました。 

こういうタイプの授業は他には無いし、学べることも多かったので選択して本当に良かったです。 


